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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 3月 2日 (2005.3.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 式 （ I） ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
［ 式 中 、 R 1 CO は 、 直 鎖 ま た は 分 枝 、 飽 和 ま た は 不 飽 和 の 、 任 意 に 水 酸 基 で 官 能 化 さ れ て
い て よ い 、 6～ 22個 の 炭 素 原 子 及 び 0、 1、 2ま た は 3個 の 二 重 結 合 を 有 す る ア シ ル 基 で あ り
、
R 2  は 、 CH 2 COOH 基 、 1～ 4個 の 炭 素 原 子 を 有 す る ア ル キ ル 基 、 CH 2 CH 2 OH ま た は  CH 2 CH 2 OCH

2 CH 2 OH 基 で あ り 、
X は 、 ハ ロ ゲ ン 化 物 、 ア ル キ ル ス ル フ ェ ー ト 、 ア ル キ ル カ ル ボ ネ ー ト ま た は ア ル キ ル ホ ス
フ ェ ー ト で あ る 。 ］



で 示 さ れ る 第 四 級 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 界 面 活 性 剤 が 、 両 性 ベ タ イ ン 構 造 ま た は カ チ オ ン 性 ア ミ ド ク ォ ー ト 構 造 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 第 四 級 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
　 （ a） 脂 肪 酸 及 び ／ ま た は 脂 肪 酸 グ リ セ ロ ー ル エ ス テ ル を 、 ア ミ ノ プ ロ ピ ル メ チ ル エ タ
ノ ー ル ア ミ ン と 縮 合 し 、
　 （ b） 得 ら れ た 脂 肪 酸 ア ミ ド ア ミ ン ル キ ル 化 剤 で 四 級 化 す る
こ と を 特 徴 と す る 式 （ I） ：
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
［ 式 中 、 R 1 CO は 、 直 鎖 ま た は 分 枝 、 飽 和 ま た は 不 飽 和 の 、 任 意 に 水 酸 基 で 官 能 化 さ れ て
い て よ い 、 6～ 22個 の 炭 素 原 子 及 び 0、 1、 2ま た は 3個 の 二 重 結 合 を 有 す る ア シ ル 基 で あ り
、
R 2  は 、 CH 2 COOH 基 、 1～ 4個 の 炭 素 原 子 を 有 す る ア ル キ ル 基 、 CH 2 CH 2 OH ま た は  CH 2 CH 2 OCH

2 CH 2 OH 基 で あ り 、
X は 、 ハ ロ ゲ ン 化 物 、 ア ル キ ル ス ル フ ェ ー ト 、 ア ル キ ル カ ル ボ ネ ー ト ま た は ア ル キ ル ホ ス
フ ェ ー ト で あ る 。 ］
で 示 さ れ る 第 四 級 界 面 活 性 剤 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 式 （ II） ：
　 R 1 CO-OH　 　 　 （ II）
［ 式 中 、 R 1 CO は 、 に 示 し た 通 り で あ る 。 ］
で 示 さ れ る 脂 肪 酸 を 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 式 （ III） ：
　 R 1 CO-CH 2 CH(OR

3 )CH 2 OR
4 　 　 　 （ III）

［ 式 中 、 R 1 CO は 、 に 示 し た 通 り で あ り 、
R 3  及 び  R 4  は 、 相 互 に 独 立 に 、 水 素 ま た は 任 意 に 水 酸 基 で 官 能 化 さ れ て い て よ い 、 6～ 22
個 の 炭 素 原 子 及 び 0、 1、 2ま た は 3個 の 二 重 結 合 を 有 す る ア シ ル 基 で あ る 。 ］
で 示 さ れ る 脂 肪 酸 グ リ セ リ ド を 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 脂 肪 酸 ま た は 脂 肪 酸 グ リ セ ロ ー ル エ ス テ ル と ジ カ ル ボ ン 酸 と の 混 合 物 を 使 用 す る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 使 用 さ れ る ア ル キ ル 化 剤 が 、 ク ロ ロ 酢 酸 及 び ／ ま た は そ の 塩 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 ３ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 使 用 さ れ る ア ル キ ル 化 剤 が 、 ハ ロ ゲ ン 化 ア ル キ ル 、 硫 酸 ジ ア ル キ ル 、 炭 酸 ジ ア ル キ ル 、
リ ン 酸 ジ ア ル キ ル ま た は 酸 化 エ チ レ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ～ ６ の い ず れ か
に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 化 粧 品 及 び ／ ま た は 医 薬 品 製 剤 の 製 造 の た め の 、 請 求 項 １ に 記 載 の 第 四 級 界 面 活 性 剤 の
使 用 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 洗 濯 用 洗 剤 、 食 器 洗 浄 用 洗 剤 、 洗 浄 剤 及 び 風 合 い 改 質 剤 の 製 造 の た め の 、 請 求 項 １ に 記
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載 の 第 四 級 界 面 活 性 剤 の 使 用 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ １ 】
（ 膨 潤 剤 ）
　 水 相 用 の 適 当 な 膨 潤 剤 は 、 、 粘 土 鉱 物 、 Pemulen、 及 び ア ル キ ル 修 飾  
Carbopol タ イ プ （ Goodrich） で あ る 。 他 の 適 当 な ポ リ マ ー 及 び 膨 潤 剤 は 、 R. Lochhead 
の 、  Cosm. Toil., , 95（ 1993） に 記 載 さ れ て い る 。
（ 防 虫 剤 ）
　 適 当 な 防 虫 剤 は 、 N,N-ジ エ チ ル -m-ト ル ア ミ ド 、 ペ ン タ ン -1,2-ジ オ ー ル ま た は エ チ ル ブ
チ ル ア セ チ ル ア ミ ノ プ ロ ピ オ ネ ー ト で あ る 。
（ 日 焼 け 剤 及 び 脱 色 剤 ）
　 適 当 な 日 焼 け 剤 は ジ ヒ ド ロ キ シ ア セ ト ン で あ る 。 メ ラ ニ ン の 生 成 を 抑 制 し 、 脱 色 剤 と し
て 使 用 す る 適 当 な チ ロ シ ン 抑 制 剤 の 例 は 、 ア ル ブ チ ン 、 フ ェ ル ラ 酸 、 コ ウ ジ 酸 、 ク マ リ ン
酸 及 び ア ス コ ル ビ ン 酸 （ ビ タ ミ ン  C） で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 の た め に 使 用 さ れ る 好 ま し い 崩 壊 剤 は 、 セ ル ロ ー ス 系 の 崩 壊 剤 で あ る 。 純
粋 な セ ル ロ ー ス は 全 体 の 組 成 式 が  (C 6 H 1 0 O 5 ) n  で あ り 、 形 式 的 に 考 慮 す る と 2分 子 の グ ル
コ ー ス か ら な る セ ロ ビ オ ー ス の β -1,4-ポ リ ア セ タ ー ル で あ る 。 適 当 な セ ル ロ ー ス は 、 約 5
00～ 5,000の グ ル コ ー ス 単 位 か ら 成 り 、 よ っ て 50,000～ 500,000の 平 均 分 子 量 を 有 す る 。 本
発 明 の 目 的 の た め に 使 用 さ れ 得 る セ ル ロ ー ス 系 崩 壊 剤 は 、 セ ル ロ ー ス か ら ポ リ マ ー 類 似 反
応 に よ っ て 得 ら れ る セ ル ロ ー ス 誘 導 体 で あ る 。 こ の よ う な 化 学 変 性 セ ル ロ ー ス は 、 例 え ば
、 水 酸 基 水 素 原 子 が 置 換 さ れ た エ ス テ ル 化 及 び エ ー テ ル 化 生 成 物 を 含 む 。 し か し な が ら 、
水 酸 基 が 酸 素 原 子 を 介 し て 結 合 し て い な い 官 能 基 に 置 き 換 わ っ た セ ル ロ ー ス も 、 セ ル ロ ー
ス 誘 導 体 と し て 使 用 さ れ 得 る 。 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 の 群 は 、 例 え ば 、 ア ル カ リ 金 属 セ ル ロ ー
ス 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス （ CMC） 、 セ ル ロ ー ス エ ス テ ル 及 び エ ー テ ル 、 並 び に ア
ミ ノ セ ル ロ ー ス を 含 む 。 前 記 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 は 、 好 ま し く は 、 セ ル ロ ー ス 系 崩 壊 剤 と し
て 単 独 で 使 用 せ ず 、 セ ル ロ ー ス と の 混 合 物 と し て 使 用 す れ ら の 混 合 物 中 の セ ル ロ ー
ル 誘 導 体 含 量 は 、 セ ル ロ ー ス 系 崩 壊 剤 に 基 づ い て 、 好 ま し く は 50重 量 ％ 未 満 、 更 に 好 ま し
く は 20重 量 ％ 未 満 で あ る 。 使 用 さ れ る 特 に 好 ま し い セ ル ロ ー ス 系 崩 壊 剤 は 、 セ ル ロ ー ス 誘
導 体 を 含 ま な い 純 粋 な セ ル ロ ー ス で あ る 。
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